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はじめに
「全ての市民のより良い暮らし（ウェルビーイング）の実現を目指して」

小山市は、農業、商工業のバランスが良く、東西南北の交通の要衝にあります。また、市街地の周辺には農地や平地
林などの豊かな田園風景が広がっており、市内中心部を流れる思川がラムサール条約湿地「渡良瀬遊水地」につなが
るすばらしい環境を有しています。渡良瀬遊水地は、絶滅危惧種を含む貴重な動植物が生息する雄大な自然の宝庫
であり、遊水地内に生息する国の天然記念物「コウノトリ」のペアから７年連続でヒナが誕生しました。このように本市
は、コウノトリに選ばれたすばらしい自然に囲まれたゆとりある生活を送ることができるまちであり、かつ、首都圏へ
のアクセスが良く生活利便性が高い、魅力あふれる田園環境都市です。

本市は、令和７年３月、田園環境と都市環境のバランスの良さを将来も維持するまちづくりを目指し、「全ての市民
のより良い暮らし（ウェルビーイング）」の実現を最大の目標として、「市制100周年」を迎える2054年の本市のあ
るべき姿を描く「田園環境都市おやまビジョン」（以下、「ビジョン」という。）を策定しました。

第９次小山市総合計画（以下、「総合計画」という。）はビジョンで描く持続可能な未来像の実現を目指すための最
初の10年間の羅針盤となる最上位計画です。基本理念を「誰もが主役となる共創力」、「社会の変化に対応する適応
力」、「市の特性と地域資源を活かした独創力」という３つの力を磨いて持続的発展を実現することとし、市民の皆様
がまちづくりを自分事として捉え、主体的に参画できる環境を整えていきます。

総合計画は、計画期間を10年とする基本構想と５年の基本計画からなり、基本計画はビジョンと同じ17分野から
構成されています。計画では、例えば、おーバスの利便性を高めるなど公共交通の充実や、「こどもまんなかラウンド
テーブル」をはじめとした、多様な主体が連携し地域全体で子育てを支援する仕組みづくり、自然豊かな田園環境と
利便性の高い都市環境のバランスが取れた持続可能なまちづくりなどの具体的な施策を定めています。

計画策定にあたって、市民の皆様や各種関係機関を代表する方々から貴重なご意見をいただきました。これらの
声を反映し、地域全体が一体となって未来をつくる計画となっています。今後、この計画をこれからのまちづくりの
羅針盤として、市民、団体、事業者、行政など、本市を構成する各主体間で共有しながら、各分野における取組を着実
に推進するとともに、それぞれの取組が相互につながり、連携・補完しながら、「ひとづくり」「まちづくり」「しくみづ
くり」を一体的に推進することで「まちづくり好循環」の創出を図り、「全ての市民のより良い暮らし（ウェルビーイン
グ）の実現」に向けて、皆様とともに市政運営に全力で取り組みます。

結びに、本計画の策定にあたりまして、熱心にご議論、ご審議いただきました「小山市総合計画策定懇話会」委員
の皆様をはじめ、様々な立場からご意見をいただきました「小山市総合計画策定市民会議」委員の皆様、幅広い見地
からご提言をいただきました市議会議員各位、「市政に関する意識調査」やパブリック・コメントによりご意見をお寄
せいただきました市民の皆様ならびに関係各位に、心から感謝とお礼を申し上げますとともに、引き続きご支援、ご
協力を賜りますようお願い申し上げます。

小山市長

総合計画とは
総合計画は、市政運営の総合的かつ基本的な方向性を示すもので、「田園環境都市おやまビジョン」の実現に向け

て、市民生活の安定と行財政の健全な運営を図るため、分野別の具体的施策等を整理した市政運営の「最上位計画」
です。

計画の構成

長期的な市営運営の基本方針として、市制100周年を
迎える2054年の本市のあるべき姿を描いたものです。田園環境都市おやまビジョン

まちづくりの基本的な理念を提示するとともに、「田園
環境都市おやまビジョン」に示す2054年の本市のある
べき姿を見据えて10年後に目指すべき市の将来像を描
いたものであり、将来像を実現するために必要な5つの
基本政策を定め、10年間にわたり市民とともに歩むま
ちづくりの基本方針を示しています。

まちづくりの指針となる基本構想を着実に実現していく
ために必要な施策と主要事業などを、具体的な分野別計
画として示しています。

基本
構想

基本
計画

計画の期間
年度 R8〜R12 R13〜R17 R18　　　R36

田園環境都市
おやまビジョン

基本構想

基本計画

第
９
次

小
山
市
総
合
計
画

R36（2054）年まで

R8〜R17年度（10年間）

前期基本計画
R8〜R12年度（5年間）

後期基本計画
R13〜R17年度（5年間）
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小山市のすがたは？
現在の小山市は、町や村の合併により、1965年に誕生。  合併以前から各地域に固有の風土、自然、文化があり、
地域ごとにさまざまな特色があります。地域それぞれに  持つ小山市にしかないまちの魅力をご紹介します。

【豊田地区】
農地や樹林、思川などの自然が広がる地区で、思川駅周
辺に集落が点在しています。篠塚稲荷神社では「篠塚初
午祭」が行われています。

【中地区】
巴波川や水田が広がる自然豊かな地区で、地下水を活
かした酒造りも行われています。観光農園や県南地方
卸売市場、ホタル再生の取組なども魅力です。

【穂積地区】
思川周辺に集落が点在し、水田風景や豪
農屋敷などが残る地区です。桜の名所や
「道の駅思川」も親しまれています。

本市の総人口は平成27本市の総人口は平成27
（2015）年まで増加してき（2015）年まで増加してき
ましたが、令和２（2020）ましたが、令和２（2020）
年以降は減少に転じ、令和７年以降は減少に転じ、令和７
（2025）年には165,955（2025）年には165,955
人となっています。年少人口人となっています。年少人口
と生産年齢人口は減少すると生産年齢人口は減少する
一方、老年人口は増加し、高一方、老年人口は増加し、高
齢化率は26.4％まで上昇し齢化率は26.4％まで上昇し
ました。令和32（2050）年ました。令和32（2050）年
には総人口151,439人、高には総人口151,439人、高
齢化率34.9％となることが齢化率34.9％となることが
見込まれています。見込まれています。

【小山地区】
小山駅を中心に商業・工業・住宅地が広がる市の中心地区
で、宿場町「小山宿」として栄えた歴史があります。文化財や
城山公園、思川桜堤などの観光スポットも点在しています。

【大谷地区】
新４号国道と国道50号が交差し、工業団地や教育機関、住宅
地の整備が進む地区です。平地林など自然も残されており、
史跡や伝統行事も受け継がれています。

【間々田地区】
間々田駅を有し、宿場町「間々田宿」として栄えた歴
史ある地区です。間々田八幡宮の「間々田のじゃが
まいた」は、毎年多くの人でにぎわいます。

【生井地区】
渡良瀬遊水地に隣接し、コウノトリが定着する
自然豊かな地区です。有機栽培や特別栽培に
よる環境にやさしい米づくりが盛んです。

【寒川地区】
田園風景が残る自然豊かな地区で、古墳や神社な
どの歴史資源に恵まれています。「花桶かつぎ」な
どの伝統行事や地域イベントも行われています。

【桑地区】
国道沿いに住宅地や工業地が広がる一方、大沼
などの水辺や田畑の風景も残る地区です。古墳な
どの歴史スポットが多くあります。

【絹地区】
鬼怒川と田川に沿って集落が形成され、結城紬の
生産にも関わってきた地区です。寺野東遺跡や高
椅神社など、歴史と伝統が色濃く残っています。
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24,439 23,638 23,193 22,523 20,940 18,918 17,770 17,030 16,745 16,281 15,462
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※2030年以降の将来人口推計値では、総人口で四捨五入をしているため、年齢３区分別人口の合計と一致しない場合があります。
出典：国勢調査（2025年は栃木県毎月人口調査（令和７年10月１日時点））（2000年～2025年は年齢不詳人口を含む）、2030年以降は
国勢調査の人口データに基づき本市推計

   お やま の 豊 か さを つ くる１０の 誇 れ る 地 区

【これからの人口等の推移は？】【これからの人口等の推移は？】

市の花「オモイガワザクラ」 市の鳥「セグロセキレイ」市の木「シラカシ」
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健康・医療01

福祉・高齢02

こども・子育て03

教育04

生涯学習・スポーツ05

環境・生態系06

歴史・文化財・伝統行事08

文化芸術09

農業・食07

産業と循環型社会10

都市と田園が共存する地域デザイン11

インフラ・公共施設12

公共交通13

防犯・消費生活・交通安全・防災・消防14

人権・多文化共生・平和15

コミュニティ16

行政運営・市民などとの共創17

“１ページでみる”第９次小山市総合計画　の全体像

自然の豊かさと　都市の活力が　共存・持続するまち
田園環境都市おやま

～誰もがウェルビーイングを実感できるまち～
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ひとづくり

まちづくり

しくみづくり 共生・協働・共創政策

基本政策 5

都市基盤政策

基本政策 4

環境・産業・文化振興政策

基本政策 3

こども・教育政策

基本政策 2

健康・福祉政策
基本政策 1

基本構想 基本計画
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基本理念 10年後に目指すべき将来像
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基本計画の
１７分野の施策を紹介します

01 健康・医療

1 生活習慣病の発症・重症化の予防

2 歯と口腔の健康づくり

3 地域医療体制の充実

4 感染症対策

5 適正受診に向けた取組

新小山市民病院

02 福祉・高齢

【施策の概要】
地域の絆を生かした健康づくりや歯科口腔保健、地域医療を総合的に進め、健康寿命の延伸と市民の

ウェルビーイング実現を目指します。

02-1 社会福祉・障がい者福祉

1 地域共生社会の実現に向けた包括的支援体制の整備

2 障がいのある方々への福祉サービスの充実

3 障がいのある人の自立した日常生活、社会生活への支援

4 障がいのある人への意思疎通の支援

5 生活困窮者等を支えるきめ細やかな自立支援の実施

6 ひきこもり状態にある人への支援の充実

7 自殺をなくすための対策強化

【施策の概要】
地域福祉を基盤に、多様な住民や団体が分野を越えて支え合う

地域共生社会づくりを進め、誰もが役割を持ち自分らしく暮らせる
「インクルーシブ社会」の実現を目指します。

【小山市が取り組むことは？】

02-2 高齢者の健康と福祉

8 地域包括ケアシステムの推進

9 高齢者の生活習慣及びフレイル対策

10 高齢者の社会参加の促進

11 認知症対策の推進

12 在宅福祉サービスと介護保険サービスの充実

【施策の概要】
高齢者の健康寿命の延伸を目指し、生活習慣病の予

防や社会参加を促進するとともに、認知症や介護が必
要になっても、住み慣れた地域で自分らしく暮らせるよ
う、ともに支え合う地域づくりを目指します。

【小山市が取り組むことは？】

基本計画は、基本構想で定めたまちづくりの基本理念のもと、10年後に目指すべき小山市の将来像を実現するた
め、「ひとづくり」「まちづくり」「しくみづくり」の3つのカテゴリーに位置付けた５つの基本政策に紐づく17分野の
施策から構成されます。

この17分野は、「田園環境都市おやまビジョン」の分野別ビジョンと同様の構成になっており、「田園環境都市お
やまビジョン」の目指すべき30年後のすがたとの対応関係を明確にしています。

【小山市が取り組むことは？】

令和７年３月に手と心でつなぐ
小山市手話言語条例を制定しました

高齢者の筋力トレーニング事業
シニア元気あっぷ塾の出前トレーニング
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4 保育の質・量の充実と保育を支える人材の確保

5 こどもや子育て当事者への支援の充実と環境の整備

6 こどもたちの状況や社会情勢に合わせた多様な居場所の整備

7 子育てにかかる経済的な負担の軽減

8 こどもの権利の周知・こども・若者の意見の反映

04 教育

1 確かな学力と豊かな心を育む教育の充実

2 多様なニーズに応じた学びの場の充実と、
こどもの将来の自立に向けた支援

3 不登校児童生徒を取り巻く環境の整備及び
いじめの未然防止、早期発見・対応の推進

4 学校長寿命化改修の推進

5 学校適正配置等の推進

6 部活動の地域連携及び地域展開

7 高等学校や高等教育機関との連携

05 生涯学習・スポーツ

1 生涯にわたり学ぶ環境づくりと、
誰一人取り残されずともに学ぶ機会の創出

2 様々な世代や地域に開かれた社会教育施設

3 生涯スポーツの活動の推進と環境の整備

おやまこどもプラン

高校生まちづくりプロジェクト定例会

03-2 子育て環境
【施策の概要】

乳児期から青年期まで切れ目ない相談・支援を進め、社会全体
で支え合い、親同士の交流や支援ネットワークを構築することで、
安心して子育てを楽しむことができ、親子ともに豊かな人生を過
ごすことができるよう支援します。

【施策の概要】
こどもたちが確かな学力と豊かな心を育む学びや体験を

得られる環境を整備するとともに、時代の変化に対応した教
育と地域資源を活かした本市ならではの教育を実践します。

多様な背景を持つこどもたちの教育的なニーズに寄り添い、誰一人取り残されることがないよう悩み
に寄り添う体制と、一人ひとりがありのままの自分でいられる居場所をつくります。

【小山市が取り組むことは？】

【施策の概要】
誰もが生涯にわたり学び続けられ、スポーツに接すること

ができる環境を整え、個人の関心と社会の要請に応じた学
習機会や学習成果の活用、スポーツ体験の機会の創出を通
じて、地域のつながりとウェルビーイングの向上を図ります。

【小山市が取り組むことは？】

03 こども・子育て

03-1 妊娠・出産

1 若者が自分の将来について考える機会や
結婚を希望する人への出会いの機会の創出

2 安心して妊娠・出産できる環境の充実

3 妊産婦の心に寄り添った伴走支援の実施

とちぎ結婚支援センター小山

【施策の概要】
結婚・妊娠・出産・産後と切れ目ない相談・支援を行い、結婚

や出産を望む人の願いが叶う社会を目指し、出産・子育てに携わ
る人が、孤独を感じることなく、様々なつながりの中で安らげる
居場所づくりを推進します。

【小山市が取り組むことは？】

【小山市が取り組むことは？】

部活動の地域連携
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08 歴史・文化財・伝統行事

1 文化財の調査研究の継続・保存活用の推進・担い手の支援・
普及発信の充実

2 文化施設の整備・活用による郷土の歴史と文化への理解醸成	

3 本市の史跡等の文化資源の活用推進

4 遺物や史資料を保管する収蔵庫の集約

09 文化芸術

1 文化芸術活動の発表・鑑賞機会の提供

2 発表・活動の場となる文化施設の整備

3 車屋美術館の館内にとどまらないアウトリーチ活動による芸術の推進

4 文化芸術の担い手の育成

第３回墨とアートのワークショップ

【施策の概要】
多様な歴史・文化財や伝統行事の調

査研究・保存活用を進め、博物館や伝承
館等の整備、担い手育成、史跡の発信を
通じて、地域の歴史文化の継承と魅力
向上を図ります。

【施策の概要】
市民の主体的な文化芸術活動を支え、多様

な文化の創造と継承を進めるとともに、若年
層の参加促進や新たな表現分野への対応を通
じて、小山らしい活力ある文化都市づくりを目
指します。

【小山市が取り組むことは？】

06 環境・生態系

1 豊かな自然環境と生物多様性の保全・再生・創出

2 渡良瀬遊水地保全・利活用の取組と環境教育の充実

3 河川の自然環境保全とイノシシ等の害獣対策

4 平地林の保全と利活用の両立による価値創出

07 農業・食

1 担い手の育成・確保と生産性向上対策の推進

2 自然災害対策と農業水利施設更新の推進と被害軽減・排水対策

3 環境にやさしい農業の推進及び理解促進

4 営農活動の基盤となる農村集落の維持

コウノトリ　ひかると４羽のヒナ

ドローンによる「広域防除推進事業」

【施策の概要】
生物多様性の損失を止め、反転し、回復

軌道に乗せる「ネイチャーポジティブ」に向
けて、ラムサール条約登録湿地「渡良瀬遊
水地」の保全・利活用、コウノトリの野生復
帰、平地林の保全・利活用等を進め、自然
と共生する社会を目指します。

【施策の概要】
担い手の確保・育成や農地の集積・集約

化等、生産性・収益性の向上などによる持
続可能な農業経営の維持と、営農活動の
基盤となる農村集落の維持を図るほか、
環境にやさしい農業を通じ「食と農」を軸
とした持続可能な社会を目指します。

【小山市が取り組むことは？】

【小山市が取り組むことは？】

【小山市が取り組むことは？】

間々田のじゃがまいた
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12 インフラ・公共施設

12-1 公共施設マネジメント、公園・道路などの生活環境

1 安全確保と地域のニーズに対応した公共施設の計画的整備

2 公共施設マネジメントの推進

3 公園・緑地の機能強化と利活用による快適な都市空間の創出

4 渋滞解消・緩和に向けた道路ネットワークの構築

5 持続可能な公営住宅政策

6 市民が安心して墓地を使用できる環境づくり

小山総合公園再整備（わんぱく広場）

【施策の概要】
老朽化が進む学校、庁舎、公営住宅、道路などの公共施設等を計

画的に維持・更新し、適正な管理と機能確保を通じて、安全で持続
可能な生活環境を整えます。

【小山市が取り組むことは？】

11 都市と田園が共存する地域デザイン

1 計画的な土地利用の実現と
地域の特性や魅力を活かしたまちの持続性の確保

2 コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくりの推進

3 安全で快適な市街地の形成

4 良好で持続可能な住環境づくりの推進

小山駅西口駅前広場と城山町三丁目第二地区

【施策の概要】
都市と田園の調和を図り、適正な土地利用や市街地

整備、中心市街地の再生を進めるとともに、行政と民
間が連携し、暮らしやすく持続可能な地域づくりを推進
します。

小学校での環境教育

8 エネルギー消費量の削減と再生可能エネルギー等の導入促進

9 吸収源・オフセット対策

10 分別リサイクルを促進するための環境づくり

11 ごみに対する意識の改革、環境教育

12 災害廃棄物処理体制の整備

13 横断的施策の推進	

10-2 循環型社会
【施策の概要】

温室効果ガスの排出量を実質ゼロにする「カーボンニュー
トラル」に向けた省エネ・再エネの導入促進や、資源循環を通
じて環境負荷を低減しつつ経済成長する「サーキュラーエコノ
ミー」に向けた資源化率の向上・環境教育による意識改革等
により、循環型社会の実現を目指します。

【小山市が取り組むことは？】

10 産業と循環型社会

10-1 商業・工業・観光

5 創業支援の強化とまちのにぎわい創出

6 アクセス利便性を活かした広域観光の推進

7 まちの駅、道の駅思川や地域イベントで交流人口の拡大と魅力発信

1 工業団地開発・整備推進事業

2 人材確保

3 経営安定のための支援策

4 本場結城紬の後継者の育成、生産振興・需要促進・普及宣伝

【施策の概要】
交通の要衝という本市の強みを生かし、商業・工業の振興

や人材育成、小山の誇る伝統産業「本場結城紬」の継承を進
め、地域経済の活性化と持続可能でにぎわいのある産業都市を目指します。

【小山市が取り組むことは？】
【小山市が取り組むことは？】

小山の花火
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14 防犯・消費生活・交通安全・防災・消防

14-2 防災・消防

8 豊穂川、杣井木川流域における排水強化対策事業等

9 農村地域における被害軽減対策及び排水対策 

10 総合防災・消防体制の強化

11 地域防災力の強化

12 市民への防災情報の発信

13 避難生活環境の向上

14 災害時に地域で助け合う体制づくり

避難所開設、運営研修

14-1 防犯・消費生活・交通安全

1 防犯と迷惑行為の抑止

2 防犯に関する広報啓発活動と情報発信

3 消費者教育

4 消費者被害の救済

5 犯罪被害者等に対する支援と再犯防止

6 交通安全に関する市民意識の向上

7 老朽化した交通安全施設の撤去・修繕等

防犯防火診断出発式

【施策の概要】
防犯活動や特殊詐欺対策、消費者教育・相談支援、交通安

全啓発や施設整備を進め、関係機関と連携して市民が安全安
心に暮らせる地域づくりを図ります。

【小山市が取り組むことは？】

【施策の概要】
水害や地震など激甚化・頻発化する災害に備え、河川対策

や避難体制、地域防災力・消防力の強化を進め、市民の生命
と財産を守る安全安心なまちづくりを推進します。

【小山市が取り組むことは？】

12-2 上下水道

7 普及率向上対策

8 耐震化と施設老朽化対策の実施

9 都市浸水対策事業の推進

10 経営基盤強化の検討と取組

11 公共水道未普及地域への対応

13 公共交通

1 公共交通の幹線軸として拠点間をつなぐ路線バスの充実
（小山市立地適正化計画に定める居住誘導区域及び都市機能誘導区域）

2 郊外部の生活環境・交流機会の確保等を図るデマンドバスの充実
（居住誘導区域及び都市機能誘導区域以外）

3 持続可能な公共交通サービスの構築に向けた経営体制の強化及び
利用促進

令和11年度更新完了予定若木浄水場（令和８年３月）

自動運転バス実証実験出発式

【施策の概要】
拠点間を結ぶおーバス・デマンド

バス等の充実と利便性向上を進め、
自動車依存の低減と高齢者等の移
動手段確保を図り、持続可能な公共
交通ネットワークを形成します。

【施策の概要】
老朽化した水道・下水道施設の更新や耐震

化、未普及地域の解消を進め、安全で安定した
水供給と汚水処理を持続できるよう、経営基盤
の強化と計画的な整備を図ります。

【小山市が取り組むことは？】

【小山市が取り組むことは？】
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17 行政運営・市民などとの共創

17-1 行政運営

1 「行政経営指針」に基づく取組と行政評価を活用した行政経営の推進

2 市税などの自主財源の確保と効率的で持続的な財政運営の推進

3 デジタルツールを用いた業務の効率化と窓口サービスの充実

4 市民に届く効果的な情報発信

5 職員一人ひとりがやりがいと成長を実感し
能力を活かすことができる環境づくり

【施策の概要】
限られた行政資源の中でも質の

高い市民サービスを持続できるよ
う、行政運営の改善、持続的な財政
運営の推進、職員の人材育成を充実
させます。

17-2 市民との共創・産学官連携、
広域連携・国内外都市との交流

6 広聴・共創の機会の充実

7 産学官連携の推進

8 地域課題解決における多様な主体との協働

9 他自治体との広域的な連携によるネットワークの形成

10 国内外都市との交流

【施策の概要】
広聴の機会を大切にするとともに、市民、団体、企

業、教育機関ほか国内外の各都市等、多種多様な主体
との連携、協働、共創を進めます。

包括連携協定意見交換会

16 コミュニティ

1 自治会等地域活動への支援

2 市民活動の啓発や参加の促進

3 ボランティア活動を身近に感じてもらうための取組の実施

4 田園部への移住・定住

5 コミュニティ活動支援を通じた地域活性化と活動拠点の整備

大谷市民交流センター

15 人権・多文化共生・平和

1 人権教育・啓発及び相談・支援体制の充実

2 意思決定過程における女性の参画拡大と
ワーク・ライフ・バランスに関する情報提供

3 外国人住民への支援体制の充実・市民の共生意識の醸成

4 市民一人ひとりの平和への意識の醸成

中学生の一日人権擁護委員活動

【施策の概要】
人権教育・啓発や相談支援、男女共同参画、多文

化共生の推進を通じて、多様な文化や価値観を互
いに認め合い、誰もが安心して暮らせる平和な地域
社会の実現を目指します。

【施策の概要】
自治会やまちづくり団体、市民活動・ボ

ランティアへの支援と連携を進め、多様
な主体の参加を促し、地域課題の解決と
持続可能な地域コミュニティづくりを推
進します。

【小山市が取り組むことは？】【小山市が取り組むことは？】

【小山市が取り組むことは？】

【小山市が取り組むことは？】
オンライン申請ツール（電子申請システム）
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重点プロジェクト

重点プロジェクト 1 少子高齢化・人口減少社会に適応し、
全ての市民のウェルビーイングを実現するために

特に田園部で著しい
人口減少への対策

こどもが生まれてから
大人になるまでの
一貫した支援

誰もが過ごしたくなる
魅力的なまちの創出❶ ❷ ❸

第９次 小 山 市 総 合 計 画
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第３次小山市まち・ひと・しごと創生総合戦略
総合戦略は、人口減少や地域経済の縮小を克服するため、人や企業を呼び込む取組、若者や女性の働きやす

い環境づくり、移住促進や関係人口の増加を目指して策定されるものです。「第3次小山市まち・ひと・しごと
創生総合戦略」は「第9次小山市総合計画」と一体的に推進します。

ゼロカーボン・
ネイチャーポジティブ
の実現

新たなデジタル技術の
積極的な導入と
スマート自治体への転換

安全で安心して暮らせ
るまちづくりの推進❶ ❷ ❸

重点プロジェクト 3 地域の社会課題を解決し、
持続可能な未来社会を創出するために

公共交通の拡大と
交通利便性の向上 持続可能な農業の確立 地域に根差した

商工業の活性化❶ ❷ ❸

重点プロジェクト 2 田園環境と都市環境のバランスの良さを、
将来にわたり引き継いでいくために

第３次小山市国土強靱化地域計画
国土強靱化地域計画とは、大規模自然災害に備えて被害を最小限に抑え、迅速に復旧できる「強さ」と「しな

やかさ」を備えた安全・安心な地域づくりを推進するために自治体が策定する計画です。「第３次小山市国土強
靱化地域計画」は「第9次小山市総合計画」と一体的に推進します。


